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2026年 3月 24日（火）13時より、東京科学大学にて、第 37回の勉強会が行われました（現地参加

が難しい方は Zoom で参加いただくハイブリット形式）。はじめに、来年度の事務局体制は事務局・渡部の退職

に伴い、役員の北沢様と中村様に担当していただくこととなりました。4月以降連絡先等も変更となりますので、こ

の報告書最後をご確認お願いいたします。 

また、来年度より、新しく会長に就任される陳先生よりご挨拶をいただき、展望についてお話しいただきました。ま

た、前会長の戸川先生よりエールとなるひと言もいただきました。そんな新生・基礎体温計測推進研究会として、今

回の定例会では、新しい試みとなるグループワークを行い、今後の研究会発展のために、話し合いました。 

【第⼀部】 

■新会長あいさつ 陳 文西 

■講演 陳 文西 

（会津大学 コンピュータ理工学科教授） 

「体温の計測と解析――歴史、現状と展望」 

 

 体温における歴史的背景や、基礎体温と女性月経周期の

歴史から、現代の体温測定における実態、手法モデルについ

てお話しいただきました。様々な手法が確立されてきたからこそ、今後の展望として、体温測定は「点」の記録から、

「連続的なデータストリーム」を目指して、様々な体温測定方法の開発に応用していきたいということでした。また、

生理学的意義を組み込んだAIなどのデータ駆動型包括的な解析アルゴリズムの開発としても、リアルタイムアプリケ

ーションや、多様なバイタルサイン、環境要因も同時に測定できるものを展開していくこと。それらの応用についても、

研究を深めていきたいということでした。 

 

■講演 村山 嘉延（東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 教授） 

「基礎体温計測関連の最新情報」 

 

2025年1月〜2026年3月に出版された基礎体温計測関連の論文をもとに、研究の傾向として、２つ以上の

異なる種類の情報を統合処理したAI技術である、マルチモーダル＋機械学習による状態解析が主流になっている

ことをお話しいただきました。また、体温計測のこれからとして、ヘルスログを分析して細かな体調の変化に気づき、健

康意識を高めて行動変容するために、市民と病院をつなぐためのヘルスログ分析をする新しいサービスが出てくるか

もしれない。また、江戸時代の自然哲学的考えから、人間にとっての最適な方法についても、改めて見直していくこ

とが大切ということをお伝えいただきました。  

 

 

 



【第二部】 

■ポストイットワーク「共に考える研究会のこれから」 

ファシリテーター：江尻綾美（福島大学地域未来デザインセンター特任准教授） 

 

第二部では、「共に考える研究会のこれから」と題して、参加者全員が「研究会に

期待すること」および「自身が（企業が）実現したいこと」をテーマにポストイットワー

クを実施しました。事前に法人会員様からのご意見として、今後基礎体温に限ら

ず、女性の健康課題をより広くテーマとして取り上げたり、女性のライフステージごとの

健康課題と解決に向けた考え方についてディスカッションしたり、アカデミアにおける基

礎体温を応用した研究継続のための助言を研究会に求めたいというお声をいただき

ました。それらを反映し、寄せられた意見を主要テーマ別にカテゴリ分けし、今後の

研究会の方向性として整理・提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究会に期待すること】 

①  研究・知識深化への期待 

⚫ 基礎体温の「活用」に関する研究・成果共有・意見交換 

⚫ データ科学＋医療応用（時間医学・免疫・代謝・遺伝子関連）への注力 

⚫ ホルモンステージごとの体温・ホルモン変化に関する学習 

⚫ 体温の基礎研究（恒温動物の意義、精密な体温の必要性、基準の解明） 

⚫ マルチモーダル環境における基礎体温と体表面温度の関係性の整理 

⚫ 基礎体温「以外」の体温活用に関する情報交換 

 

②  社会発信・普及活動への期待 

⚫ 研究会が培ってきた知見の社会への発信（認知拡大） 

⚫ 正しい知識を一般の人にわかりやすく伝えること 

⚫ 書籍化・出版による知識の普及 

⚫ 健康と医療がつながる社会像の提示 

⚫ 行政への提案と地域課題の解決 

 

③  連携・協働体制の強化 

⚫ 専門分野を超えた研究者・事業者の集う場づくり 

⚫ 産官学連携による助成金申請（AMED/JST研究費 等） 



⚫ 法人会員間の連携協力と情報共有 

⚫ リアルクロードデータベース基盤モデルの共同構築 

⚫ 最近のコンシューマー動向の共有 

 

④  運営・コミュニティ活性化への期待 

⚫ 参加者が自由に意見を言える開かれた場であること 

⚫ グループワークを活用した情報共有 

⚫ 将来的な学会化への発展 

⚫ ワーキンググループ形式での具体的アウトプット 

⚫ 法人会員のルール（法的枠組み）の明確化 

 

【自身が（企業が）実現したいこと】 

① 研究・事業推進 

⚫ 基礎体温を軸とした研究活動のインプット・共同研究の推進 

⚫ 基礎体温「以外」の体温活用に関する共同研究 

⚫ 企業としてのビジネス化の検討と実現 

⚫ RizMo の実証フィールド活用（衣服内温度・睡眠・症状・健康相談） 

⚫ バイオデザインプロセスの実践とデータ収集経験の蓄積 

 

② ネットワーク・人材形成 

⚫ 研究者・事業者とのつながりによる人脈づくり 

⚫ 共同研究の仲間・パートナーを見つける 

⚫ 研究のネットワークを広げる 

⚫ 最新の技術を議論する場の形成 

 

③ 社会実装・情報発信 

⚫ 研究会を通じた知識を行政・施設での実践へ活用 

⚫ 論文発表・PR TIMESなどの広報コンテンツとしての活用 

⚫ 世界に基礎体温を活用したセルフケアを普及 

⚫ 臨床現場の実態を研究会に伝える 

⚫ データストリームからユーザーの行動変容へのつながり構築 

 

④ 女性・個人の健康支援 

⚫ 自分でできる健康管理を全ての女性に届ける 

⚫ 女性の更年期・メンタルヘルスへの多角的アプローチ 

⚫ 女性の健康課題に歯学・オーラルケアの分野から関わる 

⚫ ホルモンステージにおけるオーラルケアの推進 

⚫ 生活者の様々な健康課題解決に向けたディスカッション 

 

⑤ 研究会の持続・発展 

⚫ 研究会への寄付・IP収入の促進 



⚫ 研究会運営資金・人員雇用資金の獲得 

⚫ 企業・行政との積極的な連携 

⚫ 研究会の成果発表に関するルールの明確化 

⚫ 法人会員との主体的な対話・会費・サービス改善 

⚫ 研究会が続くこと・おもしろい活動であり続けること 

  

第 37回定例会のポストイットワークでは、役員・法人会員の皆さまから大変示唆に富む意見をいただきました。

「研究会への期待」として特に多かったのは、「基礎体温データの科学的活用と医療現場への応用」、「専門分野

を超えた産官学連携の強化」、「書籍出版や学会化といった社会への具体的な発信」の 3点です。また AMED・

JST への共同研究費申請や、データベース基盤の共同構築など、資金獲得と研究インフラ整備への強い意欲も

示されました。 

「自身・企業として実現したいこと」としては、「基礎体温を軸とした共同研究の推進と人脈形成」、「女性の健康課

題（更年期・メンタルヘルス・オーラルケア）への多角的アプローチ」、「研究成果の論文化・広報発信による社会

実装」が共通テーマとして浮かび上がりました。 

これらを踏まえ、今後の研究会ではワーキンググループ形式での課題別検討を取り入れ、研究・事業・発信の三本

柱を軸に活動を推進していきたいと考えています。引き続き、皆さまとの連携・対話を大切にしながら、研究会をとも

に発展させてまいりましょう。 

 

【今後の事務局問い合わせ先】 

事務局住所：〒389-0506 長野県東御市祢津 2929 基礎体温計測推進研究会事務局 

TEL：0268-71-6461 

メールアドレス：info@kisotaion.org 


